
インフルエンザの治療

主な治療法は抗インフルエンザウイルス薬

（タミフル・リレンザなど）の投与です。

→ 出来るだけ早く投与する事が大事です

タミフル・リレンザなどの抗インフルエンザ薬は、インフ
ルエンザが体内で増殖するのを抑えます。

※ インフルエンザウイルスが増えてしまってからでは
効果が期待できません。

出来る限り早期の治療が重症化を防ぎます。

発症後
48時間以内



抗インフルエンザ薬

飲み薬
タミフル

吸入薬
リレンザ
イナビル

注射薬
ラピアクタ

インフルエンザに対するお薬の作用点

体内でインフルエ
ンザウイルスが
増えるのを防ぎ

ます



抗インフルエンザ薬の作用

体内に侵入したウイルスを殺すことはできません。
だから、体内でウイルスを増やさないことが重要になります。

抗インフルエンザ薬
は、このウイルスの
放出を抑えます。



リレンザ投与後の体温軽減率

約9割の人が、リレンザ使
用後2日で解熱しています。

（タミフルも同じ）



ウイルスの残存率 タミフル服用後の変化

服用後約2日
で解熱

解熱後2日たってもウ

イルスは残存してい
ます

出席停止明けでもマスクは必要（発症後1週間は必要）



よく使用されるインフルエンザの薬

タミフル
1日2回 5日間

ラピアクタ
1回

イナビル
1回

リレンザ
1日2回 5日間



タミフルの服用方法

• 1日2回 朝夕食後

• 発熱などで食欲がない場合、

タミフルは食事の影響を受けないので、

1日2回時間を決めて服用してください。

朝7時、夜7時など

空腹時より食後の方が吐き気、食欲不振、腹痛、下痢などの
消化器系の副作用が少ないと考えられます。



10歳以上は2個使用します

イナビルの使用方法



リレンザの使用方法



耐性菌を拡げないためにも
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タミフルを服用すると、
タミフルの効くウイルス
がすぐに減少していく
→ 解熱する

解熱後内服をやめてしまうと、生き残った
耐性のウイルスだけが増えていく

解熱しても最後まで
しっかりと服用する

薬の存在下では耐性ウ
イルスは増える事が出
来ない

● 耐性のインフルエンザウイルス

● 通常のインフルエンザウイルス

本来耐性ウイルスは繁殖力
の弱い菌であり感染力も弱い
ので、しっかり服用する事で耐
性菌の拡がりを抑えられる

免疫力が耐性ウイルスを駆逐していく

薬は最後までしっかりと！


